
                
 
 
 
 
 
 

 
 

みんな笑顔の学芸会 

指導部担当 教諭 遠 藤  輔 

 

 

先日の学芸会では、保護者、地域の皆様からのご声援をいただきありがとうございました。おかげで、今年度も

大成功の学芸会となりました。 

今年度のテーマは「みんな笑顔！協力して盛り上げよう！！」です。運動会は「みんな輝け！少人数でも盛り上

がれ！！」でした。引き続き、「盛り上がる」という文言が入っているところから、子ども達の中でも大事なこと

だと考えていることがわかります。そして、「盛り上げよう」と、より能動的な表現になっています。その言葉通

り、子ども達はそれぞれ、学芸会を盛り上げるために努力を重ねてきました。演目ごとに、その努力の一部と、本

番の様子を紹介します。 

今年復活し、２，３年生にとってははじめての劇となった全校劇の演目は、「うごかない子ブタ」です。子ども

達は台本を読み込んで身振りを考え、会場全体に届く声でセリフを言えるよう繰り返し練習しました。本番はみん

なが劇を楽しみながら演じました。加えて、保護者の方々にクイズを出してもらって盛り上げていただき、とても

楽しい劇になりました。ご協力いただきありがとうございました。 

全校器楽はBTSの「Ｄｙｎａｍｉｔｅ」です。６人の児童に６種類の楽器。それぞれの演奏が、ダイレクトに

観客に届きます。緊張感はとても大きいですが、全員が主役になる演奏を目指して練習を重ねました。休み時間に

も練習する児童も多くいました。緊張感をバネに、よりよい演奏にしようと努力する姿。その、普段の座学ではあ

まり見ることのできない姿は、学校で学芸会を行う意義を改めて感じさせてくれます。本番は堂々と演奏し、会場

を盛り上げました。 

全校器楽だけでなく、各学年で演奏する学年器楽も披露しました。たった一人二人で、大勢の観客の前に立って

演奏する経験を、いったい何％の人が経験できるでしょうか。もちろん緊張はあったでしょうが、それまでの練習

を自信に変えて、６人全員が立派に演奏しました。 

他にも、各演目の開演前のアナウンス、はじめのことば、おわりのことばなどもありました。学芸会自体は１時

間もありませんでしたが、６人はほとんど出ずっぱり。終わった後には、やり切ったというとてもいい表情をして

いました。 

最初、テーマの「みんな笑顔」の「みんな」は、児童６人の意味でした。ですが、練習していく中で、「お父さ

んお母さんに見てもらいたい」「たくさんのお客さんが目の前にいるはず」など、相手意識が生まれ、「みんな」の

中にお家の方々や、地域の方も含まれていきました。「みんな」を笑顔にしたい。その相手意識によって、発表は

より良いものになっていきました。 

そして本番、皆様の笑顔、温かい拍手で、子ども達は安心し、自信 

を高め、喜びをもって学芸会を終えることができました。この経験 

は子ども達の大きな財産です。これからの学校生活に生かしていき 

ます。改めて、温かいご声援、誠にありがとうございました。今後 

も、教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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＜本校の学芸会のねらい＞ 

・学芸会に関わる諸活動を通して、児童の創造性・表現力を伸ばし、実践力を高める。 

・自分の役割を認識し、協力して物事を創り上げる喜びをもつ。 

・多様な文化や芸術に親しみ、美しいものや優れたものに触れることによって豊かな情操を育てる。 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１２月の主な行事予定 

１日（木） 全校朝会 エナジータイム 個人懇談④ １３日（火） ALT来校 

２日（金） 個人懇談⑤ １４日（水） クラブ活動 

６日（火） ALT来校 １６日（木） 参観日 全体懇談日 PTA役員会 

７日（水） 

８日（木） 

 

９日（金） 

１２日（月） 

移動図書 

スクールカウンセラー来校 

5時間授業 エナジータイム 

租税教室 

移動美術・書写展（～16日） 

２０日（火） 

２２日（木） 

２３日（金） 

２４日（土） 

12/29～１/３ 

ALT来校 読み聞かせ会 

エナジータイム 

休業前全校朝会 大掃除 ３時間授業 

冬季休業日 （～１月１２日） 

学校閉庁日 

毎年、子供たちが楽しみにしている「そば打ち体験教室」を１１月２５日（金）に行いました。 

今年も八雲そば打ち研究会の皆様を講師にお迎えし、児童一人一人にそば打ちの指導をしていただきました。 

本校で１０年以上続いている行事です。経験を積んでいる高学年の児童は、打ち方を思い出しながら、どんどん作業

を進め、すっかり手慣れた様子。浜松小の６年間でそば打ち名人になれると言っても過言ではないかもしれません。 

地域の方々とのかかわりの中で「食」について体験的に学ぶことは、とても有意義なことであると考えています。今

後も皆様のご理解とご協力のもと、本校の教育活動が一人一人の子どもたちのために展開できることを願っています。

  

～６月と１１月に行った「いじめ調査」の結果をお知らせします～ 

いじめ防止対策推進法により、本校でも「浜松小学校いじめ防止基本方針」を定め、児 

童が安心して充実した学校生活を送ることができるよう、いじめ未然防止の対策を行うこ 

とに努めています。その中で、北海道教育委員会の指導の下、年２回、児童を対象に「い 

じめ調査」を実施しています。ご存知の通り「いじめ」は次のように定義されています。 

 

 

 

 

今年の２回の調査では、他の児童との関わりの中で「いやな思いをしたことがある・している」、また「友達がい

やな思いをしているのを見たり聞いたりしたことがあるか」の質問に「ある」と回答した児童はいませんでした。本

校の児童がいやな思いをすることなく、学校生活を送ることができていることに安心しています。 

ただ、いじめの発見や未然防止は、児童任せにしていいものではなく、日頃から教職員が多様な目で児童の様子を

見取り、「いじめを許さない、見過ごさない」という意識の下、情報を共有し、日々の指導を行っていくことが大切

です。本校では、極小規模校の特性を生かし、様々な学習活動や学校行事の場を通して、いつか出くわすかもしれな

い問題や課題を周囲の人に相談したり、一緒に解決したりできるような児童を育てたい、また、人とのかかわりの中

で「いじめる」以外の解決策をもてる児童を育てたいという思いの下、その取組を進めています。 

１０月初めに学校と家庭が協力した「いじめ対応」の保護者向けリーフレットを配布しました。（クラスルーム：ラ

ンチルームから見ることができます）児童が安心して学校生活を送ることができるよう、学校と家庭の両方での取組を

進めていきましょう。お子さんのことで、気になること、ご心配なことがありましたら、遠慮なくご相談ください。 

「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係にある他の

児童生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であ

って、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」 

 


